
1　公益事業（実施事業等会計）

事業費支出 16,412,130円（17,486,848円）

（1）教育文化活動等支援事業

 事業費支出 7,229,794円(7,281,801円)

 県民の教育文化活動を支援するため、次の事業を行った。

事　　業　　名 内容・実施場所 期日等 参加者数等 備　　考

第36回神奈川県ゆうあい
ピック大会への支援

　県内の知的障害者が集うスポーツ
活動の場「ゆうあいピック大会」の
開催経費の一部を助成。
　國學院大學相模原グラウンド（相
模原市）他

５月
～９月

1,333人

(主催）
神奈川県障害者ス
ポーツ振興協議会

教育文化団体等への支援

　県内の教育文化団体が県民等を対
象として行う事業等に対し助成。
  分野　教育・文化・スポーツ・レ
クリエーション等

（2）県民教養講演会等事業

 事業費支出 9,182,336円（10,205,047円）

 県民の知識の向上等に資するため、講演会等次の事業を行った。

事　　業　　名 内容・実施場所 期日 参加者数 備　　考

自然科学実験教室の開催

　子どもたちの科学に対する関心を
高めるため、親子を対象に科学実験
教室を開催した。
　講師　米村でんじろう氏他
　伊勢原市民文化会館大ホール
（伊勢原市）

11/23 1,088人

(共催）
・(一財)神奈川県教
育会館
・伊勢原市教育委員
会

県民教養講座の開催

　各界著名人による講演会を開催し
た。
　講師　本郷　和人　氏
  演題「関東の核としての神奈川
　　　　　-鎌倉幕府・後北条氏-」
　はまぎんホールヴィアマーレ
　　　　（横浜市西区）

12/22 322人
(共催）
(一財)神奈川県厚生
福利振興会

第32回はばたけ子どもたち
夢・未来コンサートの開催

　新型コロナウイルスの感染拡大防
止を図るため事業の実施を中止し
た。 2/23 -

(共催）
(一財)神奈川県教育
会館

神奈川県公立中学校長会他８団体



２　現職給付厚生事業（その他会計）

事業費支出 165,885,174円（127,743,159円）

(1)給付事業

事業費支出 120,609,692円（88,500,781円）

現職会員の福利の増進を図るため、次の給付を行った。

区　　　分 給付者数 給付金額

人 円 円 人

結 婚 祝 金 1,140 22,800,000 20,000 × 1,140

(1,087) (21,740,000)

弔 慰 金 616 17,535,000 本人 165,000 × 13

(616) (18,675,000) 配偶者 65,000 × 12

実父母子等 25,000 × 580

被扶養者 20,000 × 0

死産 10,000 × 11

遺 児 育 英 資 金 7 8,300,000 未就学児 1,300,000 × 4

(10) (11,600,000) 小学生 1,200,000 × 0

中学生 1,100,000 × 1

その他 1,000,000 × 2

災 害 見 舞 金 18 1,560,000 全部焼失等 200,000 × 2

(2) (400,000) 1/2焼失等 100,000 × 6

1/3焼失等 60,000 × 8

1/5焼失等 40,000 × 2

人間ドック受診 7,828 23,228,628 7,828

費 用 補 助

教 員 免 許 更 新 917 9,170,000 講習　 646

費 用 等 補 助 免除 177

事務職等 94

退 会 記 念 品 1,308 24,404,760

(1,329) (24,696,770)

計 11,834 106,998,388
(3,044) (77,111,770)

　

（注１）人間ドック受診費用補助及び教員免許更新費用等補助は令和元年度からの新規事業。

（注２）（ ）内は平成30年度分。

満50歳以上（会員期間10年以上）
で退会した会員に対し、記念品を
贈った。

内訳

　他、供与物代金として横須賀市費負担教職員の会員に対し１件　2,950円を給付した。



（2）厚生事業

 事業費支出 45,275,482円（39,242,378円）

 現職会員の福利厚生を図るため、次の事業を行った。

 ア　生活安定に対する支援

事　　業　　名 備　　　考

指定店の拡充 業種　28
店舗　635
継続会員共通

　イ　レクリエーション活動等の支援

事　　業　　名 内容　・　実施場所 期日等 参加者数等 備　　　考

健康管理の支援
　会員等が職場や住居の近くで気軽に体力・健康づ
くりや生活習慣病の改善等ができるよう、県内外の
スポーツ施設等を利用する機会を提供した。

 (ｱ) コナミスポーツクラブ（県内他）
 (ｲ) ダイドースポーツクラブ（小田原市）
 (ｳ) ライフティック（平塚市・秦野市）
 (ｴ) 東急スポーツシステム（県内他）
 (ｵ) 乗馬クラブ（県内１箇所）
 (ｶ) ゴルフ場（県内他）
 (ｷ) ゴルフ講習会（東急あざみ野ゴルフガーデン）

通年 13,468人

がん検診の機会の提
供 　会員等の健康管理の一環としてがん検診受診の機

会を提供した。
　　がんスクリーニング検査［補助］
　　　伊勢原市
　　　現職会員と同行者

７月～10月 176人

継続会員共通
(あっせん。)

レクリエーション活
動の機会の提供

　心身の健康維持、家族の団らん等のためレクリ
エーション活動の機会を提供した。
（ｱ) 東京ディズニーリゾート［補助］
　　　東京ディズニーリゾーﾄコーポレートプログラ
ム

731人

 (ｲ) バス旅行［補助］
　　　・近畿日本ツーリスト首都圏
　　　・小田急トラベル

208人

 (ｳ) 旅行割引[あっせん]
　　  ・小田急トラベル　20支店
　　　・近畿日本ツーリスト　22支店
　　　・東武トップツアー
　　　・日本旅行　14支店
　　　・名鉄観光サービス
　　　・東日観光
　　　・大和観光興業
　　　・エイチ・アイ・エス法人旅行営業本部

計  939人
レクリエーション施
設の利用支援

　会員等が希望する地域でレクリエーション、ス
ポーツ活動等が行えるよう、県の内外に宿泊施設等
を確保した。

継続会員共通
（(ｴ)を除
く。）

 (ｱ) 宿泊施設［あっせん］
　　 ・ラフォーレ倶楽部　15施設
   　・リゾートトラスト　22施設
   　・マホロバマインズ三浦（三浦市）
　 　・ホテルスポーリア湯沢（新潟県魚沼郡湯沢町）

　　 ・プリンスホテルズ＆リゾーツ　78施設
　　 ・ダイワロイヤルホテルズ　28施設
　　 ・法華倶楽部　19施設
　　 ・セラヴィリゾート泉郷　21施設

通年 1,366人

 (ｲ) 温泉施設［あっせん］
 　　  スカイスパ（横浜市西区）

通年 13人

 (ｳ) 温泉施設［補助］
　 　  万葉の湯　５施設

通年 169人

 (ｴ) 温泉施設［補助］
　 　  名水はだの富士見の湯

通年 51人

 (ｵ）公立学校共済組合箱根保養所［補助］
　 　「ひめしゃら」（箱根町仙石原）

通年 3,277人

計  4,876人

継続会員共通
（(ｶ)(ｷ)を除

く。）

内      容

　会員等が廉価で商品又はサービスの購入ができるよう商店等との指定店契約
の更新、拡充を行った。

通年



事　　業　　名 内容　・　実施場所 期日等 参加者数等 備　　　考

会員交流の場の提供 　会員の会合、催し、振興会が実施する事業の会場
として、会議室を年間借り上げた。
  　神奈川県教育会館３階（横浜市西区）

通年 2,069人

継続会員共通

スポーツ観戦の機会
の提供

　優れた技術を持つスポーツ選手の競技を観戦する
機会を提供した。

継続会員は
あっせん

（ｱ) サッカー観戦会［補助］
　　　日産スタジアム（横浜市港北区）

7/13
8/17

60人

 (ｲ) プロ野球観戦会［割引］
 　　  横浜スタジアム（横浜市中区） 4月～9月 272人

 (ｳ) プロ野球観戦会［あっせん］
 　　  横浜スタジアム（横浜市中区） 4月～9月

計  332人

 ウ　芸術・文化活動の支援

事　　業　　名 内容　・　実施場所 期日等 参加者数等 備　　　考

親と子のふれあい 　親と子のふれあいや世代間の交流等の機会を提供
した。

 (ｱ) ディズニー・オン・アイス［補助］
　　　横浜アリーナ（横浜市港北区） 8/15～19 496人

 (ｲ) キッザニア［補助］
　　　キッザニア東京（東京都江東区） 通年 772人

　

 (ｳ) ボリショイサーカス［補助］
　　　横浜文化体育館（横浜市中区）

　
7/27～8/4 312人

 (ｴ) 親と子の芸術鑑賞［補助］
　　　関内ホール（横浜市中区）他 通年 656人

（ｵ）新江ノ島水族館［補助］
　　　藤沢市 通年 1,671人

 (ｶ) 横浜八景島シーパラダイス　他
　　　横浜市金沢区 通年 584人

計  4,491人

　優れた芸術等の鑑賞機会を提供した。

 (ｱ) 芸術鑑賞［補助］
　  　神奈川県民ホール（横浜市中区）他 1,767人

 (ｲ) 演芸鑑賞［補助］
　  　横浜にぎわい座（横浜市中区） 80人

 (ｳ) 芸術鑑賞「あっせん」
　　　よこすか芸術劇場（横須賀市）他 112人

計  1,959人

生涯学習活動の支援
　生涯にわたる能力啓発、余暇活動等の機会を提供
した。
（ｱ）現職会員［補助］
　 ・朝日カルチャーセンター　15施設
　 ・読売日本テレビ文化センター　17施設
　 ・カルチャーセンター　22施設
　 ・ＮＨＫ学園
   ・興学社（パソコン・５施設）
　 ・インプルーブキャリアデザイン
    （パソコン・１施設）
　 ・ＡＥＯＮ（英会話教室・国内全施設）
 (ｲ）現職会員とその家族［あっせん］
 　・ＬＥＣ東京リーガルマインド
    （資格取得講座・５施設）

通年 188人

継続会員共通

教養講座の開催
 余暇活動等の充実を図るため教養講座を開催した｡

 (ｱ) 歴史講座（２回）
　 　　日本橋・人形町
　　　 鎌倉

7/28
12/1

45人

 (ｲ) 税務相談会
　　   横浜 2/1 47人

 (ｳ) 金融講座（９回）
　   　横浜他

6/16他 72人

計  164人

継続会員共通
（(ｳ)(ｵ)(ｶ)に
限る。あっせ
ん）

継続会員共通芸術・文化活動の機
会の提供

通年



　エ　退職準備の支援

事　　業　　名 内容 期日等 参加者数等 備　　　考

退職予定者福利厚生
説明会の開催

　定年退職予定会員等を対象に医療互助事業、積立
年金事業、継続厚生事業等の説明会を開催した。

12/25
1/15.17

1,111人
公立学校共済
組合と共催

　オ　情報の収集と提供

事　　業　　名

広報紙「振興会だよ
り」の発行

振興会ハンドブック
の作成

振興会アンケートの
実施

振興会ホームページ
の拡充

無料法律相談

会員証割引事業

　会員等が無料で法律相談を行えるよう相談日を設けた。
　　実施場所　　糸井総合法律事務所(横浜市中区)
　　実施日　　　原則毎月第２火曜日（１日につき３組まで）
　　相談件数　　６件

　全国の教職員互助団体が契約する商店、施設等において割引価格で商品又はサービスの
購入ができるよう、利用可能店舗等を会員に広報した。

　振興会の事業情報を随時提供するとともに、他機関・団体等の開催する文化・レクリエー
ション活動情報や会員の生活にかかわる情報等とのリンクを拡充した。

内　　容

　現職会員に事業等の情報を提供するため広報紙を発行した｡
　　発行回数　年３回(６月・11月･３月)
　　発行部数  各回37,400部

　会員に事業の概要等を知らせるため案内･手引書を発行した。
  　発行回数　年１回
　　発行部数  37,200部

　厚生事業等の企画立案に反映するため、会員の意見・提言を幅広く聴取するためアンケート
を実施した。
　・実施時期　　広報紙「振興会だより」第122号（11月発行）で周知し、アンケートを実施
                した。
  ・回答方法　　振興会ホームページのアンケートフォームから回答してもらった。
　・回答者数　　282人



３　継続医療厚生事業（その他会計）

事業費支出 872,454,394円（821,991,095円）

（1）医療互助事業

    事業費支出842,867,867円（790,144,854円）

   退職後における会員の医療費の負担を軽減するため、療養補助金等を給付した。

 ア　加入及び退会状況

比較増減

333人

26人

△ 7人

19人

0人

352人

△ 281人

△ 34人

26人

 イ　給付状況

給付件数 給付金額 給付件数 給付金額

82,559件 331,690,400円 11,316件 51,162,200円

795件 30,010,000円 32件 1,180,000円

21件 845,000円 △ 3件 △ 225,000円

60件 1,780,000円 9件 1,240,000円

38件 380,000円 △ 7件 △ 70,000円

27件 1,890,000円 24件 1,680,000円

783件 7,801,938円 71件 716,479円

2,105件 376,912,314円 117件 △ 598,701円

1,943件 359,402,767円 92件 △ 3,081,319円

98件 7,845,800円 5件 △ 592,750円

64件 9,663,747円 20件 3,075,368円

86,388件 751,309,652円 11,559件 55,084,978円806,394,630円

令和元年度

7,253,050円

620,000円

3,020,000円

376,313,613円

356,321,448円

給付件数

382,852,600円

310,000円

3,570,000円

1,310人

379人

28.9%

平成30年度

12,739,115円

8,518,417円

区      分

前年度末加入者総数

52人

457人

105人 退会者（△）

配偶者

105人

平成30年度

379人

59人

9,388人

405人

31.7%

2,337人

1,276人

9,055人

令和元年度

9,388人

405人

18件

69件

438人

退 職 者 数 2,056人

31件

51件

加   入   率

療 養 補 助 金

長 寿 祝 金

　新規加入者 本　人

合　計

加入者総数

会
員
本
人

84件

97,947件

脱 退 一 時 金

退 会 返 還 金

854件

9,740人

遺 族 一 時 金

入 院 見 舞 金

加入資格者数

新規加入者数

31,190,000円

比較増減
区　　　分

給付金額

人 間 ド ッ ク 補 助

103件

当 年 度 分

年度途中退会者分

過 年 度 分

 合    計

93,875件

827件

2,222件

2,035件

健 康 祝 金



 ウ　会費等収入

（注）基準掛金には、加算額及び追加金を含む。

（2)貸付事業（現職会員対象事業）

事業費支出 10,360,140円（13,018,558円）

 ア　貸付の内容

※平成２８年４月～貸付額の上限を１，０００万円から２,０００万円に引き上げた。

 イ　貸付の内訳

（注）（ ）内は平成30年度分。

 ウ　貸付金及び償還状況

貸付金額

　現職会員が自己の用に供する住宅の新築、増築、改築、修理若しくは購入又は住宅の敷地を購入するための
資金及び住宅貸付金の金融機関からの借換の資金を融資した。

36件

(30件)

104,800,000円

(85,000,000円)

(28,000,000円)

0円

(0円)

0円

令和元年度末残高

1,957,077,413円

平成30年度末残高

(4件)

0件

(1件)

9件

0件

(3件)

14件

249,721,788円

(9件)

(77,000,000円)

305,000,000円

(320,600,000円)

(39,000,000円)

貸付利率

年利１．２６％（平成30年4月1日から）

区分

新　　　築

82,200,000円

46,800,000円

貸付件数

8件

(6件)

貸付限度額 償還期間

５年～３０年

増　改　築

建　　　替

修　　　理

住 宅 購 入
（ﾏﾝｼｮﾝ・土地付家屋）

5件

２,０００万円

0件

(0件)

敷 地 購 入

金融機関借換

0円

(17,700,000円)

71,200,000円

(73,900,000円)(7件)

区    分

1,901,799,201円

令和元年度

貸 付 金

償 還 金

305,000,000円

合　　　計

区　　　分 令和元年度 平成30年度

275,756,579円

324,798,000円

869,589,147円

311,578,000円

544,791,147円

587,334,579円

医療互助事業相当分

基準掛金（注）

合　　　計



（3）継続厚生事業

事業費支出 19,226,387円（18,827,683円）

ア　生活安定に対する支援

事　　業　　名 備　　　考

指定店の拡充 業種　28
店舗　635
現職会員共通

イ　スポーツ・レクリエーション活動の支援

事　　業　　名 内容　・　実施場所 期日等 参加者数等 備　　　考

健康づくりの機会の
提供

　住居の近くで気軽に体力・健康づくりができるよ
う、県内外のスポーツ施設等を利用する機会を提供
した。
 (ｱ) コナミスポーツクラブ（県内他）
 (ｲ) ダイドースポーツクラブ（小田原市）
 (ｳ) ライフティック（平塚市・秦野市）
 (ｴ) 東急スポーツシステム（県内他）
 (ｵ) 乗馬クラブ（県内１箇所）

通年 13,448人

現職会員共通

がん検診の機会の提
供 　会員等の健康管理の一環としてがん検診受診の機

会を提供した。
　　がんスクリーニング検査［補助］
　　　伊勢原市
　　　継続会員と同行者

７月～10月 176人

現職会員共通
（補助。）

レクリエーション施
設の利用支援

　会員等が希望する地域でレクリエーション、ス
ポーツ活動等が行えるよう、県内外に宿泊施設等を
確保した。

 (ｱ) 宿泊施設［あっせん］
　　 ・ラフォーレ倶楽部　15施設
   　・リゾートトラスト　22施設
   　・マホロバマインズ三浦（三浦市）
　 　・ホテルスポーリア湯沢（新潟県魚沼郡湯沢町）

　　 ・プリンスホテルズ＆リゾーツ　78施設
　　 ・ダイワロイヤルホテルズ　28施設
     ・法華倶楽部　19施設
　　 ・セラヴィリゾート泉郷　21施設

通年 1,366人

 (ｲ) 温泉施設［あっせん］
 　　・スカイスパ（横浜市西区）

通年 13人

 (ｳ) 温泉施設［補助］
　 　・万葉の湯　５施設

通年 33人

 (ｴ）公立学校共済組合箱根保養所［補助］
　 　「ひめしゃら」（箱根町仙石原）

通年 249人

計 1,661人

会員交流の場の提供 (ｱ) 会員の会合、催し、振興会が実施する事業の
   会場として、会議室を年間借り上げた。
  　神奈川県教育会館３階（横浜市西区）

通年 2,069人
現職会員共通
（(ｱ)に限
る。）

(ｲ) 神奈川県退職教職員の会が開催する囲碁将棋
   大会の経費の一部を助成した。 11/23 94人

計 2,163人

スポーツ観戦の機会
の提供

　優れた技術を持つスポーツ選手の競技を観戦する
機会を提供した。

現職会員共通

 　　 プロ野球観戦会［あっせん］
 　   横浜スタジアム（横浜市中区）

4月～9月
　

　継続会員を対象に相互の親睦や退職後の文化、レクリエーション活動に資するため、次の事業を実施した。

内　　　容

　会員等が廉価で商品又はサービスの購入ができるよう、商店等との指定店
契約を行った。

現職会員共通



ウ　芸術・文化活動の支援

事　　業　　名 内容　・　実施場所 期日等 参加者数等 備　　　考

旅行の支援 　会員等が廉価で安心して利用できるよう旅行業者
等と割引契約を締結した。
　・小田急トラベル　20支店
　・近畿日本ツーリスト　22支店
　・東武トップツアー
　・日本旅行　14支店
　・名鉄観光サービス
　・東日観光
　・大和観光興業
　・エイチ・アイ・エス法人旅行営業本部
　・ニッポンレンタカー

通年

芸術鑑賞の機会の提
供

　優れた芸術等の鑑賞機会を提供した。

 (ｱ) 芸術鑑賞［補助］
　　　みなとみらいホール（横浜市中区）他

通年 529人

 (ｲ) 演芸鑑賞［補助］
　　横浜にぎわい座（横浜市中区）

通年 259人

 (ｳ) 芸術鑑賞［あっせん］
　　　神奈川県民ホール（横浜市中区）他 通年 128人

 (ｴ) ボリショイサーカス［あっせん］
　　横浜文化体育館（横浜市中区）

7/27～8/4 71人

 (ｵ) 水族館の利用［あっせん］
　　　新江ノ島水族館(藤沢市)
　　　横浜八景島シーパラダイス(横浜市金沢区)
　　　マクセル アクアパーク品川（東京都港区）
      仙台うみの杜水族館（宮城県仙台市）
      上越市立水族博物館（新潟県上越市）

通年

計 987人
生涯学習活動の支援 　能力啓発、余暇活動等の機会を提供した。

（ｱ）継続会員［補助］
　 ・朝日カルチャーセンター　15施設
　 ・読売日本テレビ文化センター　17施設
　 ・カルチャーセンター　22施設
　 ・ＮＨＫ学園
   ・興学社（パソコン・５施設）
　 ・インプルーブキャリアデザイン
    （パソコン・１施設）
　 ・ＡＥＯＮ（英会話教室・国内全施設）
 (ｲ）継続会員とその家族［あっせん］
 　・ＬＥＣ東京リーガルマインド
    （資格取得講座・５施設）

通年 820人

現職会員共通

教養講座の開催 　余暇活動等の充実を図るため教養講座を開催し
た。

 (ｱ) ふるさと散歩（２回）
　　　小田原
　　　東京（皇居）

10/11
1/16

63人

 (ｲ) 歴史講座Ⅰ・Ⅱ（２回）
　　　鎌倉
　　　横浜

6/5
12/4

66人

 (ｳ) 税務相談会（３回）
　　　厚木他 1/24、2/7 29人 2/7は2回開催

計 158人

現職会員共通
（(ｲ)に限る。
(ｴ)は補助。）



エ　情報の収集と提供

事　　業　　名

広報紙「ふれあい」
の発行

振興会ハンドブック
の作成

振興会アンケートの
実施

振興会ホームページ
の拡充

無料法律相談

会員証割引事業
　全国の教職員互助団体が契約する商店、施設等において割引価格で商品又はサービス
の購入ができるよう、利用可能店舗等を会員に広報した。

　継続会員に事業情報を提供するため、広報紙を発行した。
　　発行回数　年３回（４月・７月・12月)
　　発行部数  各回9,400部

　会員に事業の概要を知らせるため、振興会ハンドブックを発行した。
  　発行回数　年１回
　　発行部数  9,400部

 継続厚生事業等の企画立案に反映するため、会員の意見・提言を幅広く聴取するためアン
ケートを実施した。
　・実施時期　　広報紙「ふれあい」第128号（12月発行）で周知し、アンケートを実施
                した。
  ・回答方法　　振興会ホームページのアンケートフォームから回答してもらった。
　・回答者数　　21人

　振興会の事業情報を随時提供するとともに他機関・団体等の開催する文化・レクリエー
ション活動情報や会員の生活にかかわる情報等とのリンクを拡充した。

内　　　　　　　　　　容

　会員等が無料で法律相談を行えるよう相談日を設けた。
　　実施場所　　糸井総合法律事務所(横浜市中区)
　　実施日　　　原則毎月第２火曜日（１日につき３組まで）
　　相談件数　　10件



４　積立年金事業（その他会計）※平成31年3月末をもって事業廃止

事業費支出 1,054,271,337円（830,081,713円）

 (1)　年金積立者及び年金受給者

前年度受給者数

新規年金受給者
数

満期退会者数
(死亡脱退含む)

事業廃止に伴う
解約者数

 (2)　給付状況

件数 件数

172件 3,530件 定年退職者に年金として給付

654件 943件 定年退職者に一括給付

2,262件 551件 定年以外の退職者に一括給付

- 15件 死亡退会者の遺族に一括給付

10件 15件 死亡退会者の遺族に給付

- 462件 異動等による退会者に一括給付

3,098件 5,516件

※令和元年度　年金給付（年金）満期給付分、（一時金）年金受給者解約一時金

　実施した。

摘要

80,193,283円

825,999,232円

864人 0人 864人

平成30年度

給付金額

1,043,630,423円

給付金額

令和元年度

131,259,317円

6,575,553円

450,000円300,000円

89,902,992円

517,618,087円

遺族一時金

1,476,165円

191,456,021円

850,398,237円

-

864人

0人

0人

区　　分

増　　減

△ 214人

△ 826人

0人

△ 185人

△ 223人

遺族特別給付金

人生８０年時代における退職後の生活をより豊かに充実したものとするため、積立年金事業を

826人

864人

185人

223人

令和元年度

年金受給者

34,967人

0人

合　　計

-

平成30年度

年金積立者
（現職会員）

退会返還金

年金給付（年金）

年金給付（一時金）

退職時一時金

区　　分

35,181人



５　収益事業（その他会計）

事業費支出 27,472,514円（27,256,088円）

(1) 共済事業

(2) 団体信用生命保険事業

加入者数 脱退者数

24人 30人 236人

（17人） (32人）

（　）内前年度実績

(3) 広告事業

令和元年度末加入者

242人

　会員向け広報媒体である広報紙及びハンドブック等に振興会と割引契約等を締結している
業者の広告を掲載し、広告事業を実施した。

平成30年度末加入者数
令和元年度

　現職会員の利便を図るため、教職員共済生活協同組合が行う共済事業の事務を受託した。

総合共済　火災共済　団体生命共済　医療共済　交通災害共済　自動
車共済

（129,132,500円）

取扱共済事業の種類

116,436,609円

　団体信用生命保険の保険契約者として貸付金の保全等を図った。

取扱共済掛金

（　）内前年度実績
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